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マレーシアにおいて乳製品事業を取得するなど、東南ア

ジアでの成長基盤の強化も着実に進めています。

　その結果、上半期の売上高は、酒類や飲料を中心として

全事業で増収となり、8,113億円（前年同期比3.9%増）と

3期連続で過去最高の売上を達成しました。また、営業利

益も、各事業における増収効果やコスト全般の効率化な

どにより全事業で増益となり、437億円（同18.3%）と上

半期における過去最高益を更新することができました。

　一方、資本効率の向上においては、連結配当性向30%

を目処に安定的な増配を目指すとともに、すでに発表し

ている自社株買いを実施するなど、株主還元の充実にも

努めております。

　今後もアサヒグループは、「企業価値の向上」に重点を

置いた経営を推進することで、世界で信頼される企業グ

ループを目指していく方針です。株主の皆様におかれま

しては、引き続き、より一層のご指導、ご支援を賜ります

ようお願い申しあげます。

　平素はアサヒグループへの格別のご支援、お引き立て

を賜り厚く御礼申しあげます。

　当社は、昨年より「食の感動（おいしさ・喜び・新しさ）」

を通じて世界で信頼される企業グループを目指すことを

掲げた『長期ビジョン2020』と、その具体的な実行計画で

ある『中期経営計画2015』に基づき、「企業価値の向上」を

図る取組みを強化しております。

　『中期経営計画2015』の2年目にあたる2014年は、消費

税率の引上げに伴う駆け込み需要の反動があったものの、

景気は緩やかに回復する動きが見られました。

　こうした状況のなか、当社は各事業における“強み”を

活かした価値創造やイノベーションの推進による収益性

の向上に加えて、株主還元の充実など資本効率を高めて

いくことにより、「企業価値の向上」に努めております。

　収益性の向上については、『アサヒスーパードライ』や

『三ツ矢』といった“強い”ブランド資産の最大化を推進し

ています。また、各事業会社間のシナジーを創出するな

ど、「コスト競争力」の一層の強化を図っています。さらに、 代表取締役社長 兼 CEO 泉谷 直木
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　食品事業では、アサヒフードアンドヘルスケア（株）

が、4月から『ミンティアブリーズ』を本格展開し、和光

堂（株）は育児用粉乳やベビーフードのブランド力強化、

天野実業（株）はフリーズドライ商品の積極的な拡販に

取り組みました。

　国際事業では、オセアニアで、『Schweppes』『Solo』な

ど飲料事業における主力ブランドの強化を図るととも

に、酒類事業でもサイダー（りんご酒）や輸入プレミアム

ビールといった成長分野でブランドの育成に取り組み

ました。さらに、東南アジアでは、マレーシアのPermanis 

Sdn.Bhd.が主力炭酸ブランドの強化を進め、インドネ

シアにおいては飲料ブランドを拡大するなど、事業基盤

の強化を図りました。（詳細はP13をご参照ください）

　『中期経営計画2015』の2年目である本年は、商品や

技術などの“強み”の強化に加えて、引き続き、主力ブラ

ンドを軸としたイノベーションやグループシナジーの

　酒類事業では、2月から『アサヒスーパードライ ドラ

イプレミアム』を本格展開したことや、『クリアアサヒ』

『クリアアサヒ プライムリッチ』において消費者キャン

ペーンを積極的に実施したことなどにより、ビール類

トータルの販売数量が3年連続で前年同期を上回りま

した。また、本年で創業80周年を迎えたニッカウヰス

キー（株）商品の販売促進活動を強化したことやビール

テイスト清涼飲料『アサヒドライゼロ』が好調に推移し

たことなどにより、事業全体でも増収を果たすことがで

きました。

　飲料事業では、130周年を迎えた『三ツ矢』ブランドを

中心に主力ブランドの強化・育成を進め、『カルピス』ブ

ランドにおいては『カルピスウォーター』や希釈タイプの

乳酸菌飲料『カルピス』が堅調に推移しました。また、4

月に特定保健用食品『アサヒ 食事と一緒に十六茶W（ダ

ブル）』を発売するなど、市場の活性化にも取り組んだ結

果、事業全体の販売数量が業界平均を上回りました。代表取締役社長 兼 CEO

各事業の着実な業績向上と最適な資本政策の実行により、
『中期経営計画2015』の目標達成を目指します。

Question & Answer

下半期の取組みと業績見通しを
お聞かせください。Q

2014年度上半期の業績総括を
お願いします。Q

泉谷 直木
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定め、社会的価値の向上に向けた取組みを強化してい

ます。そうした取組みの一つとして2006年から高校生

を対象に開催している「日本の環境を守る若武者育成

塾」は、企業が主体となって進める環境教育事例として、

政府が発行した『平成26年版環境白書』に活動内容を紹

介する記事が掲載されました。

　今後も株主様をはじめ、すべてのステークホルダー

の皆様の満足度を高めていけるように、事業活動を通じ

て社会的課題の解決に貢献していきます。

　2014年度は消費税率の引上げと景気の回復基調によ

り、「消費の多価値化」「価格の多様化」がますます進むこ

とが想定されますが、当社は、各事業の着実な業績向上

と最適な資本政策の実行により、『中期経営計画2015』

の目標達成を目指します。引き続き、各事業で“強み”を

持つブランド資産の一層の強化に取り組むとともに、す

でに発表している約500億円の自社株買いを含め、資

最大化に取り組んでいきます。

　業績については、売上高は、グループ各社の主力ブラ

ンドの増収に加えて、6月末に取得したマレーシアの

Etika International Holdings Limitedの連結効果など

もあり、連結トータルでは1兆7,830億円（前期比4.0%

増）を目指します。

　営業利益は、各事業の増収効果と収益構造改革によ

るコスト全般の効率化により、1,270億円（同8.1%増）

を目指します。これにより、当期純利益は、690億円（同

11.7%増）を達成し、14期連続の過去最高益の更新を目

指します。

　当社は「企業価値の向上」を目指す中期経営計画を推

進するうえで、「株式価値」のみならず「社会的価値」の向

上にも積極的に取り組んでいます。

　具体的には、長期的なCSRの活動方針として「食と健

康」「環境」「人と社会」の3つの活動領域で重点テーマを

本効率を着実に高めていくことで「企業価値の向上」を

図ります。

　株主の皆様におかれましては、成長を続けるアサヒグ

ループに今後ともより一層のご支援をよろしくお願い

いたします。

CSRの取組みについて
お聞かせください。Q

株主の皆様へメッセージを
お願いします。Q
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アサヒビール（株）

●   3種のミネラルを補い、ビールに近い「飲みごたえ」
を実現！
原料となる発泡酒の仕込み工程において、3種のミネラル（マグネ
シウム、カルシウム、カリウム）を補い、糖質オフ・ゼロ系ユーザーの
求める、ビールに近い「飲みごたえ」を実現しました。

●   糖質ゼロ※＆食物繊維入り
近年、健康意識の高まりにより、糖質等に配慮した機能性ビール類
の支持が上昇しています。『アサヒアクアゼロ』は糖質ゼロに加え、
食物繊維も含有しています。

●   「飲みごたえ」「のどごしのよさ」を表現したデザイン
飲んだ瞬間の「飲みごたえ」を濃紺をベースに、金のロゴでデザイン。
また、透き通った海と青空、白い砂浜により、「のどごしのよさ」を表現
しました。

●   「ルイ・ラトゥール」社渾身のプロデュース
ブルゴーニュの巨匠「ルイ・ラトゥール」社が、傘下の「アンリ・フェッ
シ」社のヌーヴォを全面的にプロデュースします。

●   ボージョレ120年の伝統と品質
1888年に創業した「アンリ・フェッシ」社の果実味豊かなこだわりの
味わいをお楽しみいただけます。

● 「深煎り麦芽」を一部使用
通常の麦芽をより深く焙煎した「深煎り
麦芽」を使用することで、秋らしい味わいと色合いを実現しました。

●   この秋だけの芳醇なコクと味わい
この秋だけしか味わえない芳醇なコクと味わいは、秋の味覚に最適
です。

P O I N T

P O I N TP O I N T

リキュール（発泡性）① ワイン

リキュール（発泡性）①

アサヒアクアゼロ アンリ・フェッシ
ボージョレ・ヌーヴォ 2014

アサヒ深煎りの秋
̶ふかいりのあき̶ 

缶350mℓ、缶500mℓ／
オープン価格

750mℓ／オープン価格

缶350mℓ、缶500mℓ／
オープン価格

糖質オフ・ゼロ系ユーザーの理想
の味わいを追求しました！糖質ゼ
ロとは思えない、ビールに近い「飲
みごたえ」を、たくさんのお客様に
味わっていただきたいです！

アサヒビール（株）
マーケティング第一部

畠 徳望博

担当者からひとこと

アサヒアクアゼロ

発 売 中

新商品紹介

発 売 中

※ 栄養表示基準によります。

発売予定
2014年11月20日
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担当者からひとこと

※ 特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

●  特保の『三ツ矢サイダー』
食後の血糖値の上昇を抑える、
特定保健用食品です。

●  飲まれ続けている理由「三ツ矢サイダーの約束」
【水】ろ過を重ねた安心・安全な「磨かれた水」を使っています。
【香り】果実などから集めた香りにより独自のおいしさがうまれます。
【製法】熱を抑えることで、さわやかな味わいが引き立ちます。

●  3つのゼロを実現
糖類ゼロ、カロリーゼロ、保存料ゼロを実現しています。

●  強炭酸の爽快な刺激
3つのゼロを実現しながらも、『三ツ矢サイダー』ならではのさわや
かな甘さとすっきりとした後味※を実現した、強炭酸の爽快な刺激
が特長です。

※ 特許技術使用によりさわやかな後味（スクラロースとリンゴ酸を併用）を実現
しました。

●  「L-92乳酸菌」配合
カルピス（株）が保有する乳酸菌の
なかから、長年の研究により選び
抜かれた特別な乳酸菌「L-92乳酸
菌」を配合しています。

●  続けやすい200mℓPET
いつでもどこでも楽しめる200mℓPETボトル入り。
毎日無理なく続けられる小容量で持ち運びも便利です。

●  さわやかなおいしさ
『カルピス』をベースにしたさわやかなおいしさで、毎日飲みたくな
る乳性飲料です。健康が気になる方にもうれしい脂肪分ゼロです。

P O I N T

P O I N T

炭酸飲料 乳性飲料

三ツ矢サイダー
プラス

守る働く乳酸菌

PET350mℓ／143円

PET200mℓ／143円

発売予定
2014年9月16日

発売予定
2014年9月16日

アサヒ飲料（株）

● 厳選高級豆を100％使用
アラビカ種の高級豆を100％使用。
上質な味わい、高級豆へこだわり、
「金」と呼ぶにふさわしい上質で深い味わいが特長です。

●   Q-Grader監修
コーヒーの専門的技能者（Q-Grader）が、コーヒー豆の選定、テ
イスティングを監修。世界共通のおいしさ基準を取り入れたブ
ラックコーヒーです。

● 『ウィルキンソン ミキシング』シリーズ
新商品
110周年を迎える伝統と信頼のブランド「ウィルキンソン」からミキ
サードリンクとして培った経験を活かし、一手間加えた炭酸飲料を
発売中です。

●   ブラッドオレンジにキリッとした味わいを追加
ブラッドオレンジをベースとして、アクセントにパッションフルーツと
トニックフレーバーを加えたキリッとした味わいが特長です。

P O I N T

P O I N T

コーヒー飲料

炭酸飲料

ワンダ 金の無糖

ウィルキンソン 
ミキシング
ブラッドオレンジ

缶185g ／115円

PET500mℓ／140円

発 売 中

発 売 中

カルピス（株）独自の「L-92乳酸菌」を
手軽においしく、毎日続けて飲んでい
ただくことに、とことんこだわりまし
た。パッケージも「L-92乳酸菌」の配合
がひと目で分かるように仕上げてい
ます。
毎日の健康維持に、『守る働く乳酸菌』
をぜひお試しください。

アサヒ飲料（株）
カルピス営業本部

飲料事業部
大江田 知十

守る働く乳酸菌

※ 『カルピス』 『守る働く乳酸菌』はカルピス（株）の登録商標です。
※ 「L-92乳酸菌」はカルピス（株）の商標です。

リニューアル

リニューアル リニューアル
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新商品紹介

●  好評につき本年も発売
昨年、期間限定で発売し大変ご好評をいただいた商品を、カラ
ダにうれしい機能素材をプラスし、本年も発売します。

●  黒ゴマ約600粒分の黒ゴマペーストを使用
黒ゴマ約600粒分の黒ゴマペーストを使用し、セサミンも配合
したおいしくカラダにもうれしい乳飲料です。

P O I N T

乳飲料（チルド）

黒ごまソイラテ

（株）エルビー

（株）エルビーの「ソイラテ」シリーズ

担当者からひとこと

・特殊製法でつくられた新豆乳素材の「豆乳ク
リーム」を活用し、自然なおいしさを楽しめ
るシリーズとして2013年7月から展開して
います。お客様の「健康・自然」志向といった
価値感に応える、新しい乳飲料です。

・昨年、期間限定商品として、3か月サイクルで
新しい商品を展開しました。『黒ごまソイラ
テ』に始まり、『抹茶ソイラテ』『きなこソイラ
テ』『苺ソイラテ』『杏仁ソイラテ』を発売して
います。

（株）エルビーでは健康志向
が定着しているなか、デザー
ト飲料に対し潜在的に抵抗
を感じているお客様がいる
ことに注目しました。「豆乳
クリーム」という健康素材が
入った新感覚の乳飲料を提
案することで、お客様に抵抗
なく飲んでいただける商品
を開発しました。

（株）エルビー 営業本部
マーケティング部

金澤 和孝

「ソイラテ」シリーズ

500mℓ／137円

発 売 中

● 厳選果汁をブレンドした『カルピス®フルーツパーラー』
『カルピス』と厳選果実のこだわりブレンドから生まれた、大人品質のおいしさが
楽しめる乳性果汁飲料シリーズです。

●   『カルピス』と厳選巨峰の絶妙な甘酸っぱさ
『カルピス』と契約農園でひと房ずつ丁寧に栽培された完熟の巨峰果汁をブレン
ドし、大人も満足する上質な味わいをお楽しみいただけます。

● “ほっと”あたたまるおいしさ！
果実の自然なおいしさが味わえるのは液体
希釈タイプならでは！ お湯で割るだけで手軽につくれ、“ほっと”あたたまります。

●   液体希釈タイプの特長を活かして
お好みの濃さや量に調整ができます。紅茶にちょっと足したり、冷たい炭酸水で
割るなど、アレンジもお楽しみいただけます。

P O I N T

P O I N T

乳性果汁飲料

清涼飲料水

カルピス®
フルーツパーラー
厳選巨峰

「ほっとレモン」「ほっとゆず・かりん」
「ほっとしょうが」
（3品すべて希釈用）

PET500mℓ／140円、PET1.5L ／330円

多層プラスチックボトル470mℓ／460円

発 売 中

発売予定 2014年9月8日

※ 『カルピス』はカルピス（株）の登録商標です。

リニューアル
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※ 特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

●  「もうひと工夫」でさらにおいしく
おいしさに深みが出る具材を組み合わ
せたり、材料を炒めて香ばしさを引き
立てたり……。素材選びや調理工程に
「もうひと工夫」を加えることで、さらに
おいしいおみそ汁に仕上げました。時
間をかけてじっくり味わっていただき
たい、至福のおいしさです。

●  おしゃれで新しい「にゅうめん」
カフェメニューをイメージし、洋風やエスニッ
ク風など個性豊かな味わいに仕上げました。

●  つるこし食感
国産手延べ素麺を使用し、つるっとこしのあ
る食感がお湯を注いで約30秒でお楽しみい
ただけます。●  みずみずしい果汁感！

果汁、アロマビーズ、フレーバーチップをトリプ
ル配合し、みずみずしい果汁感を実現しました。

●  手軽に携帯！
リーズナブルな価格と携帯しやすいカードタイ
プの超薄型容器が特長です。

●  さわやか＆ジューシー
『カルピス』のさわやかさと、ジューシーな巨峰
とマスカットの味わいを合わせたグミキャン
ディです。

●  やわらか食感
さわやかパウダーをコーティングした、やわら
かい食感に仕上げました。

P O I N T

P O I N T

P O I N T

P O I N T

フリーズドライ食品

「味わうおみそ汁」
シリーズ（全8種）
1食／130円

「CAFÉにゅうめん」
シリーズ（全3種）
1食／220円

フリーズドライ食品

発売予定 2014年9月1日

発売予定 2014年9月1日

発 売 中
ミンティア ブラッドオレンジ
7g（50粒）／100円

タブレット菓子

カルピスグミ 
巨峰＆マスカット

グミ

天野実業（株）アサヒフードアンドヘルスケア（株）

40g ／100円

発 売 中

和光堂（株）

●  こだわりの雑炊シリーズ
高級感のある食事を手軽においしく食べていた
だけるように、素材選びにこだわった雑炊シリー
ズです。

●  だしの旨味が利いた味わい
鰹節専門店「にんべん」と共同で、各メニューの
素材に適しただしを選定。まろやかで旨味のあ
るだしが特長です。

●  うるおって息さわやか！
気になるお口の乾燥・口臭・ネバツキに。気軽に使え
て口臭予防もできる口腔用保湿スプレーです。

●  独自のスプレーノズル採用！
お口のなかでふわっと広がる独自のスプレーノズル
を採用。口まわりを汚さずしっかりスプレーできるこ
だわり設計です。

発 売 中

口腔ケア用品

オーラルプラス　
うるおいミスト
50mℓ／950円

「食事は楽し ふっくら雑炊」（全7品）
100g ／200円

高齢者向け食品

P O I N T
P O I N T

発売予定 2014年9月3日

●  4種のフルーツ入り生地
さわやかなヨーグルトクリームを、4種のフルーツ
（りんご・レーズン・クランベリー・パパイヤ）と穀物
を練りこんだグラノーラ生地でサンドしました。

●  健康感を表現したデザイン
4種のフルーツ、グラノーラ、ヨーグルトをわかりや
すく訴求し、健康感・素材感をパッケージで表現し
ています。

●  栄養機能食品
1製品（4枚）にカルシウム・鉄を2/3日分※、10種の
ビタミンと食物繊維を1/3日分※配合。栄養機能食
品として、カルシウムと鉄も配合しました。

※ 日本人の食事摂取基準（2010年度版）目標量（成人）に
よります。

クリーム玄米ブラン
グラノーラ＆
ヨーグルト

栄養機能食品

72g（2枚×2袋） ／150円

発 売 中

P O I N T
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　宇都宮市に隣接し、北に那須連山、西に日光連山を臨

む田園地帯に位置するさくら市。鬼怒川をはじめとする

清流の伏流水がもたらした肥沃な大地には、豊かな田畑

が広がり、その中に栃木工場は位置しています。

　1977年の操業開始以来、設備を徐々に拡充しており、

現在では70,000㎡を超える敷地に10棟以上の製造棟や

配送センターが建ち並ぶ、和光堂の一大生産拠点となっ

ています。

豊かな田園地帯に広がる
和光堂の一大生産拠点。

　2011年に最新の設備を導入した第11製造棟では、育

児用ミルクを生産しており、２種の調製粉乳（『レーベンス

ミルクはいはい』と『フォローアップミルクぐんぐん』）の年

間生産量は約6,000トンにもなります。そのほか、家庭用

や自販機用の飲料などもつくっており、合計で約500品

目もの製品を生産しています。

　「ずっと、赤ちゃん品質」をブランドステートメントに、原

料の入手先から生産工程の

衛生管理まで徹底的にこだわ

り、2010年には食品安全マ

ネジメントシステムの国際規

格「ISO22000」認証を取得。

また同年、食品衛生優良施設

として厚生労働大臣の表彰を

受けました。

衛生管理に徹底的にこだわり、
「赤ちゃん品質」を
実現しています。

SAKURA

和光堂（株）
～栃木工場編～

生産者がナビゲート

工場へ工場 ようこそ！ようこそ！へ

なかなか行けない生産工場をご案内

所 在 地 〒329-1327
栃木県さくら市
富野岡286

敷地面積 約70,000㎡
従業員数 約200名

工場長の坂内信夫が
ご案内いたします！

回第 7

さくら市はその名の通り、
桜の名所が点在しています！
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　栃木工場では環境マネジメントシステム「ISO14001」

認証を取得し、環境活動を展開しています。

　例えば、重油から天然ガスへの燃料転換や工場排熱の

再利用など、CO2排出量の削減に取り組んでいるほか、

工場からの廃棄物はボイラー用固形燃料として再利用し、

100%再資源化を達成することで、廃棄物発生量を年々

減らしています。また、生産活動にとって大切な水は自然

の地下水を使用し、排水は浄化して自然に還しています。

さらに、年2回工場周辺の清掃を行うなど、自然の恵みを

守る活動を推進しています。

「赤ちゃんと地球に優しい」を
スローガンに、環境保全活動
にも力を入れています。

原料はミルクの成
分になるように調合
し、溶解ミキサーで
混ぜ合わせます。液
状にしたミルクは殺
菌されます。

缶の中を殺菌した
後、粉ミルクを充填
し、内容量を確認し
て底ぶたをつけま
す。最終検査後、完
成した製品は自動
的に梱包されます。

スプレードライヤー
（乾燥装置）の中で
液ミルクを霧状に
噴射し、200度以上
の熱風をあてて瞬
時に粉末化します。

　創業は1906（明治39）年。日本の

小児医学の創始者、弘田長
つかさ

博士が開

設した「和光堂薬局」が前身で、ベビー

パウダーの代名詞ともなった『シッカ

ロール』を独自に開発しました。

　1917年には国産初の育児用ミルク

『キノミール』を、1937年には日本で

最初のベビーフード『グリスメール』

を発売。現在では、育児用ミルクで国

内シェアベスト3に入り、ベビーフード

業界国内最大手として揺るぎない地

位を築いています。

和光堂ってどんな会社？

矢板市にある「わこちゃんの
森」にて森林保全にも
取り組んでいます！

調
合
工
程

充
填
工
程

乾
燥
工
程

原料投入 充填溶解 包装殺菌 乾燥 梱包

デンマークから導入し
た高さ約20mの巨大
なスプレードライヤー

約40種類の成分を混ぜ
合わせる溶解ミキサー

人の手が触れることのな
い衛生的な充填ライン

育児用ミルクができるまで
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　国内のウイスキー市場が拡大するなか、ニッカウヰスキー
（株）の商品を販売するアサヒビール（株）では、ニッカブランド
の認知度向上に取り組んでいます。
　本年は、ニッカウヰスキー（株）の創業80周年、創業者・竹鶴
政孝の生誕120周年にあたり、「竹鶴」ブランドで記念イベント
を展開しています。4月～5月には東京・六本木ヒルズ、6月に
は宮城県JR仙台駅コンコースにて、オフィシャルバー「竹鶴
MUSEUM BAR」を期間限定でオープンし、9月には北海道でも
展開予定です。また、これらのオフィシャルバーと連動し、スコッ
トランドへのオリジナルツアーや、『竹鶴ピュアモルト』とロック
グラスのセットをプレゼントする消費者キャンペーンを実施し
ました。さらに、『竹鶴21年』の数量限定商品を国内、欧州向けに
発売するなど、さらなるブランド価値の向上に努めています。

ニッカウヰスキー創業80周年、創業者・竹鶴政孝
生誕120周年の記念イベントを展開

事業施策

本年のワールド・ウイスキー・アワード（WWA）で『竹鶴17年
ピュアモルト』が世界最高賞を受賞しました。ニッカウヰスキー
の品質に対する世界からの評価は揺るぎないものになったと
言っても過言ではありません。ニッカウヰスキーが創業80周
年を迎える本年は、この品質をより多くのお客様に味わってい
ただくために、「竹鶴」ブランドにフォーカスした積極的なプロ
モーションを展開します。ニッカウヰスキー創業者で、「日本の
ウイスキーの父」と言われる竹鶴政孝の夢と情熱を受け継ぎ、
世の中にムーブメントを起こしていきたいと思います。
また9月からは、竹鶴政孝・リタ夫妻を題材と
した連続テレビ小説「マッサン」が放送されま
す。ぜひ、お楽しみください。

アサヒビール（株） マーケティング第二部
山根 卓也

『竹鶴17年ピュアモルト』が
ウイスキーの国際コンテスト
「ワールド・ウイスキー・ア
ワード（WWA）2014」にお
いて、2012年に続き2回目
となる世界最高賞を受賞し
ました。これを記念して、6
月にはWWA受賞賞品にの
み贈られるロゴマークをデ
ザインした記念ボトルを期
間限定で発売しました。

『竹鶴17年ピュアモルト』が
世界最高賞を受賞

材と
れま

オフィシャルバー「竹鶴MUSEUM BAR」
（宮城県JR仙台駅）

竹鶴ピュアモルト
複雑にして華麗。
なめらかな口当たり、
さわやかな余韻。

深く、美しく、煌めく。
秀麗の25年。

竹鶴25年ピュアモルト
豊かで濃厚な香りと
コク、至高の味わい。

竹鶴21年ピュアモルト
円熟の深い味わい
と重厚感。

竹鶴17年ピュアモルト

「竹鶴」ブランド商品ラインアップ

竹鶴政孝・リタ夫妻の
エピソードがドラマ化

NHK朝の連続テレビ小説「マッサン」
（全150回）

放送期間（予定）：
2014年9月29日（月）～2015年3月28日（土）

竹鶴政孝が、スコットランド留学中に出会っ
た運命の女性、リタ。夫・政孝を「マッサン」
と呼び、妻として日本人として、本格ウイス
キーづくりに邁進する夫を支え続けました。
この二人をモデルとしたドラマ「マッサン」
が、9月29日からNHK朝の連続テレビ小説
で始まります。
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タイ

マレーシア

ミャンマー

インドネシア

　「ワールドビアカップ2014」において、『アサヒスー
パードライ』がインターナショナルスタイルラガー部門
において金賞を受賞しました。「ワールドビアカップ」
は1996年から2年に一度、アメリカで開催される国際
的なビールコンテストです。今回は58か国から1,403
の醸造所が参加し、94部門で4,754ブランドのエント
リーがありました。
　アサヒビール（株）は昨年、ビール酵母を高度に管理
する技術を導入することによって、『アサヒスーパード
ライ』の“洗練されたクリアな味”を初めて進化させま
した。こうした『アサヒスーパードライ』の高い品質が
評価され、今回の受賞につながりました。

東南アジアにおける飲料事業の基盤を強化 『アサヒスーパードライ』が国際的
ビールコンテストで金賞を受賞

東南アジアにおける事業展開
ミャンマー 2014年 3月 ロイへイン社と炭酸飲料の合弁会社を設立

タイ 2013年 3月 カルピス社とオソサファ社による清涼飲料の
合弁会社を設立

マレーシア
2011年11月 ペルマニス社の株式を取得
2014年 6月 エチカ社の乳製品事業を取得

インドネシア
2012年 9月 インドフードCBP社と清涼飲料の合弁会社を

設立
2013年 9月 ペプシコ社のボトラーの株式を取得
2014年 1月 ティルタ・バハギア社の飲料水事業を取得

海外展開

タイ

ミャンマー

マレーシア

インドネシア

受賞

　アサヒグループは、東南アジアにおける飲料事業
の基盤強化に取り組んでいます。2011年にマレーシ
ア清涼飲料市場2位の飲料メーカーであるペルマニ
ス社をグループ化したのをはじめ、タイやインドネシ
アで現地の大手企業との合弁会社設立、株式や事業
の取得を進めてきました。
　そして、本年3月には将来の成長が見込まれるミャ
ンマーにおいて、同国の大手清涼飲料会社ロイへイン
社と炭酸飲料を製造・販売する合弁会社を設立し、ア
サヒグループとして初めてミャンマーに進出しまし
た。ロイヘイン社が持つブランド力と流通網を基盤
に、アサヒグループの技術やノウハウを活かし、事業

の強化を図っていきます。
　また6月には、コンデンスミルクなどを主力商品と
するマレーシアの大手食品メーカー、エチカ社の乳製
品事業を取得しました。東南アジアでは、コンデンス
ミルクが食文化に根付いており、安定した市場の成長
が見込まれます。今後は、ペルマニス社との連携を深
め、マレーシアでの基盤強化を図るとともに、エチカ
社が有する事業ネットワークを活用し、ベトナムへの
進出も図ります。こうした取組みによって、コンデン
スミルクやロングライフミルクといった新たな事業
ポートフォリオを拡大し、東南アジアにおけるアサヒ
グループのプレゼンス向上に努めていきます。
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　アサヒグループは、昨年6月から社会的課題解決に
取り組む活動を支援する「アサヒマッチングギフト・
サービス」※1を始めました。このサービスは、クラウド
ファンディングサイト「READYFOR?」※2を通じて、プ
ロジェクトの実行者が設定する目標金額の半額をアサ
ヒグループが寄附するもので、これまで「子育て」と「防
災・減災」をテーマとするプロジェクトを支援しました。
　本年は「READYFOR?」との共同企画「食の力で世界
を元気に」において、アサヒグループの中核事業であ
る「食」をテーマとしたプロジェクトを募集し、目標金
額を達成したプロジェクトから支援先を決定する予定
です。
※1 マッチングギフトとは、社会貢献のために寄せられた金額に対して企業

側が金額を上乗せし、寄附金額を増やして寄附すること。
※2 クラウドファンディングとは、何かを実現したい起案者が、インターネッ

トなどを通じて不特定多数から資金調達を行う手法・サービス。「READY
FOR?」は、その仕組みを提供する日本最大級のサイト。

乳酸菌飲料の香りに癒し効果を確認 「若武者育成塾」を開催 「食」に関わるプロジェクトを募集

　カルピス（株）は本年3月、「乳酸菌と酵母」で発酵してつ
くった乳酸菌飲料の香りが自律神経※に働きかけ、「癒し」効
果をもたらす可能性があることを日本農芸化学会で発表し
ました。
　同社では、乳酸菌飲料の香りを嗅がせたラットを用いて自
律神経の活動を測定。その結果、交感神経活動の抑制および
副交感神経活動の亢

こう

進
しん

（いわゆるリラックス状態）が認めら
れ、「癒し」効果を有する可能性が示されました。今後は、さ
らに研究を進め、乳酸菌飲料の香りの作用に関する科学的
な知見を深めていきます。
※ 自律神経には、交感神経と副交感神経という、対照的な働きをしている2つの神

経があります。

　アサヒビール（株）は、環境保全のために自
ら行動したいと考える高校生を対象に、環境
活動について学び自ら実践する場を提供する
「日本の環境を守る若武者育成塾」を毎年開催
しています。
　本年は54チームの応募のなかから7チーム
が選ばれ、8月に瀬戸内海での自然体験型ワー
クショップや、アサヒビール四国工場における
環境保全への取組みなどを学ぶ工場見学など
4日間の合宿を行いました。各チームは合宿最
終日に環境活動プランを作成し、地元に戻っ
た後、そのプランを実践します。そして12月に
は各チームが活動成果を発表し、審査のうえ
表彰されます。こうした若武者育成塾の取組
みは政府から評価され、「平成26年版環境白
書」に環境教育の事例として紹介されました。

研究開発 社会貢献環境保全

香りの自律神経調整作用評価結果
副腎交感神経活動の変化

プロジェクト賛同者

任意の額を
選択して寄附

プロジェクト
目標金額の
半分を寄附

プロジェクト

アサヒグループ

目標金額を
達成したら
寄附金を提供

READYFOR?

胃副交感神経活動の変化
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主力ブランドの販売拡大に
取り組んだ国内事業や、新
規連結子会社の上乗せ効
果のあった国際事業が増
収となり、上半期の過去最
高売上を更新しました。 

0

5,000

10,000

20142013 （年度）2012

（億円）

7,1027,102

酒類事業や飲料事業の増
収効果とコスト全般の効
率化に加えて、食品事業、
国際事業も増益となった
ことにより、上半期の過去
最高益を更新しました。

0
100
200
300
400
500

20142013 （年度）2012

（億円）

営業利益の増加に加え、
康師傅飲品社の持分法投
資損益が改善したことに
より、増益となりました。

0
100
200
300

500
400

20142013 （年度）2012

（億円）

オセアニアにおける事
業統合関連費用が増加
したものの、経常利益の
増加により、増益となり
ました。

300

200

100

0

20142013 （年度）2012

（億円）

8,1128,112 436436

193193413413
154154

327327

256256

7,8077,807

347347

369369

358358

ブ

財務ハイライト（各年度：1月1日～6月30日）

売 上 高

（前年同期比 ＋305億円）

19.0%増

18.3%増

酒類事業、飲料事業を中心に全事業で増収となりました。

営 業 利 益

3.9%増
（前年同期比 ＋67億円）

各事業の業績が好調に推移したことや、コスト全般の効率化な
どにより、増益となりました。

経 常 利 益

（前年同期比 ＋66億円）

持分法投資損益の改善などにより、増益となりました。 

四 半 期 純 利 益

25.5%増
（前年同期比 ＋39億円）

特別損失が増加したものの、経常利益の増加により、増益と
なりました。 

F i n a n c i a l
H i g h l i g h t

セグメント情報 P16

貸借対照表 P19

損益計算書 P20

キャッシュ・フロー計算書 P20
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F i n a n c i a l  H i g h l i g h t

（億円） （億円）

20142013

売上高 営業利益

（年度）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

500

400

300

200

100

0

430430

4,1764,1764,0964,096

405405

2.0%増売上高

6.0%増営業利益

前年同期比 
＋79億円

前年同期比
＋24億円

『アサヒスーパードライ ドライプレミアム』の本
格展開に加えて、“進化”した『アサヒスーパードライ』のブ
ランド力強化を図り、売上が前年同期より増加しました。

発泡酒市場が縮小するなか、“糖質ゼロ”発泡
酒のパイオニア『アサヒスタイルフリー』の売上が堅調に
推移しました。

『クリアアサヒ』『クリアアサヒ プライム
リッチ』において、広告展開と連動した消費者キャンペー
ンを実施するなど、ブランド力の強化を図りました。

『かのか』ブランドの消費者キャンペーンを実施
するなど、中核ブランドの育成と強化を図りました。

『アサヒ辛口焼酎ハイボール』の
発売（5月）や、『アサヒ ハイリキ ザ・スペシャル』のリ
ニューアルなどで、市場での存在感の向上を図りました。

ニッカウヰスキー（株）の創業80周年にあたり、
『竹鶴』ブランドのオフィシャルバーを期間限定で展開。
それと連動した消費者キャンペーンも実施しました。

チリワイン『サンタ･ヘレナ アルパカ』や、『ヴィ
ニャ･アルバリ・サングリア』を中心に、輸入ワインの積
極的な拡販に努めました。

ビールテイスト清涼飲料
『アサヒドライゼロ』のリニューアル効果や、派生商品『ア
サヒドライゼロブラック』の発売などにより、市場を大き
く上回る成長を果たしました。

酒類事業　主な事業会社：アサヒビール（株）

セグメント情報 （各年度：1月1日～6月30日）

売上高／営業利益

カテゴリー別前年同期比較（売上高で算出）

低アルコール
飲料

ワイン アルコールテイスト
清涼飲料

その他酒類
合計

洋酒焼酎

20

15

10

5

0

-5

-10

-15

-20

1.7%
減

3.7%
減

8.2%
減

18.0%
増

6.8%
増 2.7%

増

（%）

6

4

2

0

-2

-4

-6
発泡酒 新ジャンルビール ビール類

合計

0.4%
減

1.1%
減

2.4%
増 1.6%

増

（%）
ビール類 その他酒類・アルコールテイスト清涼飲料

ビール

発泡酒

新ジャンル

低アルコール飲料

洋酒

焼酎

ワイン

アルコールテイスト清涼飲料

アサヒスーパーレポート2014年秋号16



主力商品『三ツ矢』のブランド価値の向上
に取り組んだことに加え、特定保健用食品『アサヒ 食事と一
緒に十六茶W（ダブル）』の発売など、市場の活性化に努めま
した。

『味わいカルピス』が好調に推移したほか、
アサイーや豆乳を原料に使用したシリーズ商品など乳飲料
カテゴリーが大きく伸びたことにより、売上が前年同期より
増加しました。

（億円） （億円）

（年度）20142013

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

100

80

60

40

20

0

売上高 営業利益

2,2622,2622,1622,162

5353
84

5.4%増売上高

営業利益

前年同期比 
＋27億円

前年同期比
＋5億円

タブレット菓子『ミン
ティア』から新商品『ミンティアブリーズ』を本格的に展開し、
サプリメント『ディアナチュラ』では積極的な広告展開をしま
した。

主力のベビーフードにおいて、『グーグーキッ
チン』のアイテム拡充や新たな付加価値商品の発売などの施
策を進め、市場の活性化に取り組みました。

3月に発売した『いつものおみそ汁』が好調
に推移したことや、量販店との取組みを強化したことなどによ
り、流通販売事業が好調に推移しました。

600

450

300

150

0

20

15

10

5

0

（億円）
売上高 営業利益

（億円）

（年度）20142013

527527
500500

1313
19

58.6%増

34.1%増

売上高／営業利益

売上高／営業利益

飲料事業　主な事業会社：アサヒ飲料（株）、（株）エルビー

食品事業　主な事業会社：アサヒフードアンドヘルスケア（株）、和光堂（株）、天野実業（株）

4.6%増売上高

営業利益

前年同期比 
＋99億円

前年同期比
＋31億円

アサヒ飲料（株）

（株）エルビー

アサヒフードアンドヘルスケア（株）

和光堂（株）

天野実業（株）

アサヒスーパーレポート2014年秋号 17



F i n a n c i a l  H i g h l i g h t

10.7%増

営業損益

飲料事業では主力の炭酸飲料カテゴ
リーを強化し、酒類事業では成長カテゴリーのサイダー
の育成を進めるなど、総合飲料事業の成長基盤を拡大し
ました。

『アサヒ』ブランドの売上拡大による市場で
の地位向上を図るとともに、生産拠点を集約化すること
で、収益性の向上を進めました。 

マレーシアのペルマニス社における
主力ブランドの強化や、インドネシアの飲料事業の基盤
強化により、東南アジアの事業基盤を拡大しました。

0.7%増売上高

営業損益

前年同期比 
＋0億円

前年同期比
－5億円

売上高 前年同期比 
＋97億円

前年同期比 
+19億円

150

100

50

0

-50

6

4

2

0

-2

（億円） （億円）

（年度）20142013

売上高 営業損益

139139

△1
4

138138

売上高／営業損益

売上高／営業損益

国際事業　主な事業会社：シュウェップス・オーストラリア社、ペルマ二ス社、北京ビール社

その他の事業

1,500

1,000

500

0

-500

-1,000

75

50

25

0

-25

-50

（億円） （億円）

（年度）20142013

売上高 営業損益

1,0051,005

△42△42 △23

908908

セグメント情報 （各年度：1月1日～6月30日）

オセアニア事業

中国事業

東南アジア事業
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貸借対照表 （2012年度・2013年度：12月31日現在、2014年度：6月30日現在）

資産の部 負債・純資産の部

（億円）
20,000

15,000

10,000

5,000

0

201420132012 （年度）

3,925

3,096

6,019

5,500

3,204

2,991

5,833

5,291

17,321

投資
その他の
資産

無形
固定資産

18,542

3,824

2,900

5,842

5,348

17,915

有形
固定資産

POINT
1

流動資産

（億円）
20,000

15,000

10,000

5,000

0

201420132012 （年度）

30
352

97

流動負債

株主資本

固定負債

7,560

1,075

2,389

7,418

6,885

3,252

6,800

17,321

18,542

7,236

955

2,979

6,660

17,915

POINT
3

少数株主
持分

その他の
包括利益
累計額

81

POINT
2

流動負債
主にマレーシアのエチカ社の取得に伴う短期
借入金の調達などにより、流動負債が増加し
ました。

POINT
2

固定負債
普通社債の償還や転換社債型新株予約権付
社債の権利行使により、固定負債が減少しま
した。

POINT
3

資産合計
主にマレーシアのエチカ社の取得により資産
が増加したことに加え、国内の株高に伴う評
価増益により投資有価証券が増加しました。 

POINT
1
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F i n a n c i a l  H i g h l i g h t

キャッシュ・フロー計算書（2014年1月1日～6月30日）
（億円）

財務活動による
キャッシュ・フロー

1,000

800

600

400

200

0

投資活動による
キャッシュ・フロー

268
（△250）
268

（△250）

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
△2 

（△13）
△2 

（△13）

454
（+43）
454

（+43）411
（＋67 ）
411

（＋67 ）

現金及び
現金同等物の
期首残高

POINT
1

POINT
2

POINT
3

営業活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期末残高

△619 
（△400 ）
△619 
（△400 ）

395 
（+640）
395 

（+640）

損益計算書 （2014年1月1日～6月30日）
（億円）

四半期純利益四半期純利益法人税等法人税等

税金等調整前
四半期純利益
税金等調整前
四半期純利益営業外収益営業外収益

販売費及び
一般管理費
販売費及び
一般管理費

売上
総利益
売上
総利益

193
（+39）
193

（+39）

少数株主
利益
少数株主
利益
0
（0）
0
（0）

178
（＋21）
178

（＋21）

372
（＋59）
372

（＋59）

特別損失特別損失
46

（+6）
46

（+6）

特別利益特別利益
5
（0）
5
（0）

経常利益経常利益
413

（+66）
413

（+66）

営業外
費用
営業外
費用
45

（△3）
45

（△3）

22
（△5）
22

（△5）

営業利益営業利益
436

（+67）
436

（+67）

3,258
（+144）
3,258
（+144）

2,821
（＋76）
2,821
（＋76）

4,854
（+160）
4,854
（+160）

8,112
（+305）

POINT
1

POINT
3

POINT
2

売上原価売上原価売上高売上高

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

※ 括弧内は対前年同期比

営業活動によるキャッシュ・フロー
法人税の支払いが増加したことなどにより、
収入が減少しました。

売上高
酒類事業や飲料事業の増収、国際事業の新
規連結効果などにより全事業で増収となり、
上半期の過去最高売上を更新しました。

POINT
1

営業利益 
全事業の増収効果やコスト全般の効率化を
進めたことにより、全事業で増益となり、上半
期の過去最高益を更新しました。

POINT
2

経常利益 
営業利益の増益に加え、金融収支や康師傅
飲品社の持分法投資損益が改善したことに
より、66億円の増益となりました。

POINT
3

POINT
1

投資活動によるキャッシュ・フロー
マレーシアのエチカ社のM＆A、カルピス
（株）やインドネシアでの設備投資により、支
出が増加しました。

POINT
2

財務活動によるキャッシュ・フロー
M&Aや設備投資に伴う短期借入金を調達
したことなどにより、収入が増加しました。

POINT
3

※ 括弧内は対前年同期比
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第6回  株主様工場見学会のご案内

2014年6月5日（木）、6日（金）「ニッカウヰスキー株式会
社 余市蒸溜所」にて第5回株主様工場見学会を開催いた
しました。多数のご応募のなかから、厳正な抽選により当
選された合計53名の株主様及びご同伴者様にご参加い
ただき、好評のうちに終了いたしました。

● 創業の経緯がわかり、ニッカウヰス
キーに関する認識や親しみが深まり
ました。

● 竹鶴さんと同郷の広島県竹原市出身
で、子どもの頃には郷土の英雄とし
て竹鶴さんのことを教えられてきま
したが、その偉大さが理解できました。

● 関東から参加した甲斐がありました。内容も盛りだくさんで、
社員の方々も親切で、文句なしです。

ニッカウヰスキーや竹鶴政孝について
のご理解を深めていただき、高評価を
いただきました。

「樽焼き」や「旧竹鶴邸」をはじめ、普
段は入ることができない場所もご見
学いただきました。

5点満点中

4.82点

アンケートによる
全体評価

会社説明

工場見学

記念撮影

アサヒグループの事業内容についてご理解をより深めていただくために、株主様工場（施設）見学会を開催いたします。

多くの皆様からのご応募をお待ちしております。

■ 見学会の概要
見学場所 アサヒビール大山崎山荘美術館（京都府乙訓郡大山崎町）

参加費 無料  ※ 集合・解散場所までの交通費は、各自でご負担願います。

集合・解散場所 JR京都線「山崎駅」

郵便はがき

宛名面 裏面

●ご希望の時間帯の番号
　（①または②）
●ご保有の当社株式数
●郵便番号
●住所
●電話番号
●氏名
　（ふりがなもご記入願います）
●性別
●年齢
●ご同伴者様の郵便番号、
　住所、電話番号、
　氏名（ふりがな）、性別、年齢

1 3 0 8 6 0 2  52円
切手

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋

　
　

１
丁
目

　

番
1
号

　

総
務
法
務
部
門

　
　
　

工
場
見
学
会
係 

行

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

23

応募方法 郵便はがきに右記の必要事項をご記入のうえ、ご応
募ください。

● いずれもご同伴者様は1名様まで可です。
● ご応募多数の場合は抽選となります。厳正な抽選のうえ、当選発表及び見学内容の詳
細は当選者へのご発送（10月上旬発送予定）をもって代えさせていただきます。

● 複数枚でのご応募はご遠慮願います。また、時間帯によって対象者が異なっておりま
すので、ご注意願います。

● 見学会当日は施設内（美術館・庭園）禁煙となっております。
● アルコールの提供はございませんので、予めご了承願います。 
● 階段の昇り降りや坂道をお歩きいただくことがございますので、予めご了承願います。
● アンケートにご記入いただく個人情報は、個人を特定しない統計的情報として利用させ
ていただきます。

● 荒天等、諸般の事情により内容が変更または中止となる場合がございます。その場合
はご当選された株主様にご連絡させていただきます。

■ 応募要領 応募締切：2014年９月20日(土) ※ 当日消印有効

希望
番号 集合時刻 解散時刻 対象者

※2014年6月末現在

募集人数
（ご同伴者様を

含む）

① 8:30 13:00 当社株式1,000株以上ご保有の株主様 30名

② 14:00 17:20 当社株式100株以上1,000株未満
ご保有の株主様 30名

開催日：2014年11月10日(月)

参加された皆様の声（抜粋）

イベント

第5回  株主様工場見学会のご報告

株主の皆様とのコミュニケーション

お問い合わせ先
アサヒグループホールディングス株式会社 総務法務部門 株主様係
TEL  03-5608-5113　9:00～17:30（土、日、祝日等を除く）　　E-mail  kabushiki@asahigroup-holdings.com
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株主の皆様とのコミュニケーション

「アサヒスーパーレポート2014年春号」で実施したアンケートには、11,000名を超える株主の皆様からご回答をいただきました。
皆様のご協力に感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重なご意見を今後のIR活動やレポートの企画に反映してまいります。

新商品紹介

Top Message

特集「アサヒグループの
さらなる挑戦」

生産者がナビゲート
工場へようこそ！
株主の皆様との

コミュニケーション

今後もより多くの株主の皆様にご覧いただけるよう、皆様からのご意
見・ご要望を参考にしながら、わかりやすく内容の充実した読みやす
いレポートを目指していきます。

「アサヒスーパーレポート」を
ご覧になりましたか?

すべて読んだ

だいたい読んだ

少し読んだ

ほとんど読まなかった

『アサヒスーパードライ』の味の進化を紹介した新商品開発に、最も
多くの関心が集まりました。今号は、News Clipにおいて創業80周
年を迎えたニッカウヰスキー（株）の「竹鶴」を大きく取り上げました。

どの記事に関心を持ちましたか？
（3つまで複数回答あり、上位5位まで）

前号と同様、新商品情報、当期業績の見通し、中長期経営計画が上位
を占めました。今後も、グループの最新情報をわかりやすくお伝えし
ていきます。

新商品情報

当期業績の見通し

中長期経営計画

社長メッセージ

財務情報

「アサヒスーパーレポート」から得たい情報は
何ですか? （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

力を入れている「魅力ある株主優待」が継続して1位となっています。
前号同様「配当金」が2位を維持しました。今後も、皆様のご期待にお
応えできるよう安定的な成長を目指していきます。

当社株式を保有している理由は何ですか？
 （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

魅力ある株主優待

配当金

当社商品のファン

高い将来性

株価上昇の期待

64.3%

24.0%

38.5%

39.6%

56.7%

13.9% 61.0%

15.9%

16.5%

36.7%

37.4%

3.7%

23.6%

54.4%

21.5%

27.3%

31.2%

41.7%

Q 1

Q 3 Q 4

Q 2

36.7%

アンケート集計結果のご報告 株主優待

「アサヒグループ環境基金『水の惑星』への
ご参加」と「東日本大震災支援活動への寄附」
に多くの株主様からご賛同をいただきました。

ご寄附の総額：約287万円

　アサヒグループの株主優待では、株主様のご希望によっ
て、優待品に代えてその相当金額をアサヒグループ環境基
金「水の惑星」へ寄附していただくことができます。
　本年は451名の株主様にご賛同いただき、総額約88万
円を公益社団法人国土緑化推進機構の「緑の募金」へ寄附
いたしました。
　また、2011年12月期から継続して行っている「東日本
大震災支援活動への寄附」には、計1,294名もの株主様に
ご賛同いただきました。寄附総額の約200万円は、特定非
営利活動法人「日本NPOセンター」が運営する「東日本大
震災現地NPO応援基金」を通じて、被災者の救援や生活再
建のために活動している現地NPOなどの活動資金として
役立てられます。
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会社概要（2014年6月30日現在）

会社概要 株式の状況 

役員 

商 号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602　東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設 立 1949年（昭和24年）9月1日

資 本 金 1,825億3,119万4,085円

従 業 員 数 20,506名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人

発行済株式の総数 483,585,862株
当中間期末株主数 102,730名（前年同期末比9,351名減）
大株主（上位10名）

株主名 持株数（百株） 持株比率（%）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 313,022 6.6
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 202,206 4.3
旭化成株式会社　 187,853 4.0
第一生命保険株式会社　 169,200 3.6
富国生命保険相互会社　 160,000 3.4
株式会社三井住友銀行 90,280 1.9
JP MORGAN CHASE BANK 380055 82,322 1.7
三井住友信託銀行株式会社　 81,260 1.7
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 60,532 1.3
THE BANK OF NEW YORK MELLON SA/NV 10 58,038 1.2
合計 1,404,715 29.7

※ 当社は、自己株式101,758百株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。
※ 持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

持株数（百株） 持株比率（%）
■金融機関 1,881,568 38.9
■外国法人等 1,462,820 30.2
■その他の法人 760,199 15.7
■個人・その他 481,368 10.0
■証券会社 148,131 3.1
■自己株式 101,758 2.1
■政府・地方公共団体 10 0.0

持株数（百株） 持株比率（%）
■500万株以上 1,613,455 33.4
■100万株以上 1,826,346 37.8
■10万株以上 804,043 16.6
■1万株以上 178,568 3.7
■1千株以上 297,936 6.1
■1百株以上 111,215 2.3
■1百株未満 4,291 0.1

所有株式数別株式分布

代表取締役社長　兼　CEO 泉谷　直木

代表取締役副社長 川面　克行

常務取締役　兼　常務執行役員 池田　史郎

取締役　兼　執行役員 髙橋　勝俊 奥田　好秀

取締役 小路　明善

社外取締役 坂東眞理子 田中　直毅 伊藤　一郎

常勤監査役 殿塚　宜弘 掛貝　幸男

社外監査役　 中村　直人 石崎　忠司 斎藤　勝利

《ご参考》その他の執行役員

執行役員 杉浦　康誉 大竹　康之 濱田　賢司

北川　亮一

所有者別株式分布
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本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載さ
れた意見や予測などは、本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではな
く、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいかなる損害につい
ても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。

免責事項

　第91期中間配当金は、2014年8月6日開催の取締役会の決議により1株当た
り22円に決定されました。同封の「配当金領収証」により、お近くのゆうちょ銀
行全国本支店及び出張所並びに郵便局（銀行代理業者）にて、払渡しの期間内
（2014年8月29日（金）から2014年9月26日（金）まで）にお受け取り願います。
　また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入金をご確認くだ
さいますようお願い申しあげます。株式数比例配分方式を選択されている場合
は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わせください。
　なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添付書類としてご利用いただけ
ます。株式数比例配分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証
券会社）にお問い合わせください。

中間配当金のお支払いについて

お酒 飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれ
があります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。

http://www.asahigroup-holdings.com/

事業年度
定時株主総会
期末配当金支払株主確定日
中間配当金支払株主確定日
単元株式数
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関
株主名簿管理人
事務取扱場所
公告の方法

上場金融商品取引所

株主メモ

● 株式に関するお手続について

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先 ： 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先 ：　  ® 0120-782-031 オペレーター対応（9：00～ 17：00 土・日・祝日等を除く）
ホームページ ： http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

〈株式に関するその他のお問い合わせ窓口〉
アサヒグループホールディングス株式会社 総務法務部門 株主様係
TEL: 03-5608-5113　e-mail: kabushiki@asahigroup-holdings.com

1月1日から12月31日まで
3月（基準日12月31日）
12月31日
6月30日
100株
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由に
よって電子公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲載
する方法により行います。
http://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/
東京証券取引所

株式に関するお手続は、①証券会社の口座に記録されている場合と、②特別口座に記録されている場合で、
下記のとおり異なりますので、該当の窓口にお問い合わせください。
① 証券会社の口座に記録された株式

お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先
● 単元未満株式の買取・買増請求

口座を開設されている証券会社● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● 株式事務に関する一般的なお問い合わせ

② 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

● 単元未満株式の買取・買増請求
特別口座の
口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

証券代行部

● 特別口座から証券口座への振替請求
● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会

株主名簿管理人● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● 株式事務に関する一般的なお問い合わせ
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